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研究成果の概要 

体表多様性を創発する上皮-間充織相互作用の動的制御機構を明らかにするため、今年度は、

藤原グループが開発した基底膜イメージングマウスを用い、発生毛包における基底膜分子のター

ンオーバー速度、基底膜の拡張率、細胞移動、細胞分裂等に関する定量値を取得した。これらデ

ータの解析と基底膜ダイナミクスの摂動実験から、基底膜分子のターンオーバー速度の空間的な

制御が、毛包のマクロスケールな器官形状に寄与していることが判明した 1)。さらに、これら定量デ

ータを長山グループが開発した毛包発生の数理モデルに反映させることで、上皮細胞の増殖パタ

ーン、基底膜の拡張性、そして真皮の弾性の時空間制御により、毛包の形態形成が実現されると

の仮説が示唆された。また、毛包の発生初期ステージから中・後期ステージまでの上皮と間充織の

細胞を含む発生毛包全体の 1細胞トランスクリプトームデータを、二階堂グループが開発した

Quartz-Seq2法により取得した。さらに、1細胞遺伝子発現データから細胞間相互作用を予測する

手法を開発し 2, 3)、その手法を胃の発生へ応用することで、胃の幹細胞と胃粘膜分泌細胞の分化・

維持に関わる細胞相互作用シグナルを同定した 4)。今後は本チームで得られたデータに応用し、

毛包上皮細胞と間充織との相互作用の予測を目指す。CREST多細胞領域の助成情報と関係す

る研究者の情報を用いて論文データベースから発表済みの成果を自動的に発見し、大浪グルー

プが開発・運用している SSBD:databaseに登録するシステムを運用するとともに、領域データポー

タルを改良し公開済みのバイオイメージデータと論文情報を一覧できるようにした 5)。また、成果の

登録をうながす取り組みを、SSBD:repositoryへの簡易な登録へと拡大した。 
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